
令和元年 3月 4日
○　本校の概要

コメント

２：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と取
り組みカードで回答した
子供の割合が６０％以
上。

１：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と取
り組みカードで回答した
子供の割合が６０％未
満。

４：「授業改善に努めて
いる」と保護者アンケー
トで回答した割合が９
０％以上。（ただし、各
学年Ａ：そう思う≧Ｂ：少
し思う）

１：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」と保護
者アンケートで回答した
割合が７０％未満。

３：「授業改善に努めて
いる」と保護者アンケー
トで回答した割合が８
０％以上。

２：「授業改善に努めて
いる」と保護者アンケー
トで回答した割合が７
０％以上。

１：「授業改善に努めて
いる」と保護者アンケー
トで回答した割合が７
０％未満。

４：「学校は、地域の力を子
供たちの教育活動に活か
している」と保護者アン
ケートで回答した割合が９
０％以上。（ただし、各学年
Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う）

３：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」と保護
者アンケートで回答した
割合が８０％以上。

２：「学校は、地域の力
を子供たちの教育活動
に活かしている」と保護
者アンケートで回答した
割合が７０％以上。

４：「これからの社会の変化に
対応する子どもを育てる工夫
をしている」と保護者アンケー
トで回答した割合が全学年で
９０％以上。（ただし、各学年
Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う）

３：：「これからの社会の変
化に対応する子どもを育て
る工夫をしている」と保護
者アンケートで回答した割
合が全学年で８０％以上。

２：：「これからの社会の変
化に対応する子どもを育て
る工夫をしている」と保護
者アンケートで回答した割
合が全学年で７０％以上。

１：：「これからの社会の変
化に対応する子どもを育て
る工夫をしている」と保護
者アンケートで回答した割
合が全学年で７０％未満。

４：「基礎的な学力が身
に付いている」と保護者
アンケートで回答した割
合が全学年で９０％以
上。（ただし、各学年Ａ：
そう思う≧Ｂ：少し思う）

４：「基礎的な学力が身
に付いている」と保護者
アンケートで回答した割
合が全学年で８０％以
上。

地域教材を活用して、児童が地域住民と
関わり、地域のよさを理解、尊重する授業
を実施する。

2.5

・視覚的情報補助として、写真や動画を活用
した授業を心がけた。
・外国語指導講師の授業時数が増え、コミュ
ニケーション能力が高まっている。
・いろいろな教科でICT機器を活用できた。

・タブレットを活用した指導をさらに行ってい
く。
・地域の方との協力による授業をさらに充実
させる。
・どのような取組をしているのか、保護者に
発信していく。
・保護者アンケートのすべての項目に学校と
して、どんな取組をしているのか明記して知
らせる。
・学校公開で授業実践する。
・家庭でもどのような姿が該当するのか把握
し、指導を改善する。
・学校の取組を学校公開などでアピールす
る。
・教員はICT機器を活用した授業を行ってい
たが、今後は児童が活用できるような授業を
展開していく。
・情報活用能力を教員が高める必要があ
る。
・地域の教材を使った道徳の学習を行う。
（２）
・総合的な学習の時間において、地域とつな
がりのある教材（六郷とんび凧等）を活用す
る。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…292／386人

・外部の人間には、直接的な感じはつかめないが、子供たちに
は非常に大切な教育であり、難しいところもあると思うが、努力
していただきたいと願っています。
・少々、過小評価でしょう。高学年は、来年度から教科になると
聞いています。負担増になると思いますが、よろしくお願い致し
ます。
・保護者は厳しい目で見ているが、先生方は自信をもって続け
ていただきたいと思う。
・こちらからの問いかけや、友人間でのやり取りなど、適切な対
応ができるお子さんは、もっと多く感じている。評価は上がっても
よいと思う。
・コミュニケーション・スキルの客観的評価は難しいが、様々なデ
バイスを利用して、取り組んでいることが分かる。
・学校公開では、ICT機器を使用する授業を見ることができ、とて
も画期的で素晴らしいと感じた。

３：
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

・とても頑張っていると思います。成果が出ていると感じている。
継続していただきたい。
・校門前での朝のあいさつ、すれ違う際のちょっとした反応、児
童館内での態度など、大半のお子さんが、習慣として染みつい
ている印象を受けている。是非継続いただきたい。
・授業の徹底は、何よりも重要なので、きちんと取り組まれてい
ることが分かる。
・学校全体で取り組んでいる様子が見られ、私たちも元気にきち
んと挨拶しようと改めて思った。
・教職員の皆様のおかげで、良い子供たちが育っていて、挨拶
もきちんとしてくれる。今後ともよろしくお願いします。
・廊下ですれ違う時など、すすんで挨拶をしてくれるようになって
きている。

・「早寝、早起き、朝ごはん」は、発育の上でも必要なことです。
なぜ必要なのか、児童の意見や考え方を、本人が自覚できるよ
う考えさせてあげてください。家庭内の事ではありますが。
・早寝、早起き、朝ごはんは、最も大切な日常です。継続してい
ただきたいと思う。
・土曜日や長期休業中等において、生活のリズムの乱れやおや
つなどへの関心が雑なお子さんも、たまに見受けられた。保護
者を含め、一年を通した意識の向上を、引き続き期待している。
・食育と常日頃の運動習慣が、重要と考える。引き続きの指導
をお願いしたい。
・ハッスルタイムに関して、子供たちの意識が高いと感じている。
先生方の日々の声掛けや取り組みの成果だと思う。
・子供に交じって、一緒に遊んでいる先生方は、素晴らしいと思
う。

・改善可能な点は、よろしくお願い致します。公開授業には、可
能な限り参加したいと思います。
・放課後の学習への取り組み方、理解をしようとする意識など、
学童利用児童に限って言えば、以前よりも更に向上しているよう
に感じる。日頃の先生方のご尽力によるものと思っている。もっ
と評価すべきだと思う。
・相互評価の機会を活用すべきと考える。
・授業に関して、保護者や児童から意見をうかがうことがほとん
どないので、常日頃、先生方が工夫して授業を組んでいる成果
だと思う。

・毎月の学校便りは、校長、副校長先生のお話、教職員の指導
等、毎月楽しみに読ませてもらっています。学校内のことが多少
なりと理解でき、地域の人として協力していく考えです。
・過小評価でしょう。地域の行事は、土、日や休日の日に行い、
先生の働き方改革おあるでしょう。可能なことから参加してくださ
い。
・連絡協議会では、いつも学校での様子を丁寧にお話しいただ
き、ありがたく思う。当館fでも地域の一員として、協力できること
があれば、申し付けいただきたい。
・Webページの活用は、重要と考える。
・もっと評価は高くてよいと思う。地域の方々との交流は、多い
学校だと感じている。
・毎年、昔遊びも子供たちが楽しそうに参加していて、今後も楽
しみである。
・地域が、協力的な地域なので、とても良いと思う。

・地域人材や協力してくれた企業のリ
ストを作成・活用できるようにする。
・HPのブログ等で情報発信をするよう
各学年に促していく。
・学校も地域も、児童が地域の行事に
参加しやすい環境づくりが必要。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…317／386人

１：

・あいさつ運動を全校体制で取り組
み、挨拶の充実を図った。
・学校全体として、挨拶がよくなってい
る。

・小中一貫によるきまりの指導が、十
分にできていなかった。
・あいさつキャンペーンやあいさつチャ
レンジを継続し、全校的に取り組む。
・朝の挨拶のために、昇降口に立つこ
とを今後も続ける。
・いじめ防止対策委員会を開き、各学
年に企画会の後にでも確認していくよ
うにしたい。
・学校生活調査で児童から聞き取った
内容は、学年で共有していく。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…338／386人

・「早寝・早起き・朝ごはん」や「ハッスルタイ
ム」など、計画的に取り組んだことで、児童
も意識をもって取り組んでいた。
・ハッスルタイムを中心に、全員が外に出て
運動に取り組む姿がとてもいいと思う。
・完食、残菜ゼロに対する指導が不十分
だった。

・天候によりハッスルタイムができないこと
があった。
⇒中止した日の分を振り替えて実施する。
・引き続き、保護者にも発信し、理解を得る
ようにするとともに、カード記録を行う。年度
末には、集計結果を知らせる。
・２０分休みは、外遊びをするという学年の
きまりを徹底させる。
・教員間で授業を気軽に見合える環境、雰
囲気をつくり、指導力を向上させ、児童の
学力をさらに伸ばしたい。
・ハッスルタイムに向かう意識、意欲に差が
あった。めあても明確にもたせたい。
・各学年計画的に食育の授業を行っていき
たい。

・授業改善プランをHPにアップするだけで、
保護者は理解できているだろうか。９月保
護者会で説明するとよいのではないか。
・自分では常に改善に努めているつもりだ
が、参観者の保護者の視点では、どうなの
かを捉え直してみる。
・児童が意欲的に取り組めるような学習を
展開していく。
・授業の工夫などを、保護者会で伝える。
・空き時間は、自己申告の授業観察の機
会を有効に活用して、授業観察を行う。
・授業観察を行った際には、評価カードを
書くようにしていく。
授業評価を学年間で行ったり、交換授業を
したりして、指導力を高める。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…314／386人

2.7

・学力の向上、学習意欲は認められます。全体的な向上を希望
します。
・学力は、基礎が大事です。少々時間が必要ですが、基礎を徹
底して指導してください。
・先生と保護者のコミュニケーションが、大切だと思う。
・あいさつ運動の取組の成果が、感じられる。
・学童利用児童の下校後の宿題への熱心な取組について、
常々感心させられている。また年度が後になるにつれ、どの学
年も理解が深まっているのを、実感している。
・客観的な授業評価は、重要と考える。
・細かいところまでチェックが入っていたり、付箋が付いていた
り、児童の苦手分野が、児童も保護者も分かりやすく表示され
ているので、最後まで細やかなサポートをされていて、素晴らし
いと思う。

４：「あいさつがきちんと
できる」と保護者アン
ケートで回答した割合
が全学年で８５％以上。
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

３：「あいさつがきちんと
できる」と保護者アン
ケートで回答した割合
が全学年で７５％以上。

２：３：「あいさつがきち
んとできる」と保護者ア
ンケートで回答した割合
が全学年で６５％以上。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

１：３：「あいさつがきち
んとできる」と保護者ア
ンケートで回答した割合
が全学年で６５％未満。

４：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と取
り組みカードで回答した
子供の割合が８０％以
上。

３：「早寝・早起き・朝ご
はんが実践できた」と取
り組みカードで回答した
子供の割合が７０％以
上。

教員相互による「授業観察評価カード」を
用いた授業評価を年３回以上行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつ
チャレンジにすべての児童が参加できるよ
うにする。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

・学習カルテやステップ学習チェック
シートなどを活用することができた。
・基礎基本の学力、学習意欲の高まり
を感じる。
・学期に１回の授業観察は、授業改善
プランを意識した授業を行うよい機会
となっている。

・ステップ学習チェックシートを学期に
複数回渡すとよいのではないか。
・今後も基礎基本の学習を計画的に
取り組み、積み上げていく。
・家庭との連携を図り、家庭学習を充
実させる。
・学習カルテの活用―学習カルテを基
につまづきを確認する。
・個人差が大きく、学力の開きがなか
なか埋まらない。「引き上げる」指導に
力を注いでいく。
・朝や放課後の時間を使い、個別指導
を行う。
・授業を分かりやすいよう改善する。
・学習したことを忘れないように復習さ
せる必要がある。
・授業改善プランを毎学期見直した
い。

３：

２：

４：

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。 「ハッスルタイム」を計画的に実施し、自ら

運動に取り組み、体力向上を図る。、

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

目標

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

４：「基礎的な学力が身
に付いている」と保護者
アンケートで回答した割
合が全学年で７０％以
上。

４：「基礎的な学力が身
に付いている」と保護者
アンケートで回答した割
合が全学年で７０％未
満。）

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

音読・漢字学習や計算練習を毎日の学習
とし、家庭や学校で実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

目標に対する成果指標

3.5

3.5

学校関係者記入欄

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

金管バンド、おやじの会、放課後ひろば、
夏休みわくわくスクール、各地域行事等、
地域の方々と児童が触れ合ったり、地域
の中で活躍したりできるようにする。

教員がＰＴＡ・地域等の行事に参加し、連
携を図る。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
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に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

2.7

令和元年度　大田区立大森第三小学校　自己評価　報告書
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く
り

大項目 取組内容

・本校は、令和元年に９５周年を迎え、常に地域と密接にかかわりながら、発展してきた学校である。これからの教育を見据え、校内研究を柱に、「問題解決的な学習活動を通して」児童自ら考え、判断し、表現できる児童の
育成を目指し、全教職員で教育活動を実践している。一方で基礎基本的な学力の定着も課題であり、授業改善を行いながら粘り強く日々の授業を展開している。その結果、少しずつではあるが、区、都、国のいずれの学力
調査においても、前年度より伸びが見られるようになってきている。学習習慣の定着と授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活面においては規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られ、生活
指導部を中心に「大三小10のやくそく」の改善とその定着に取り組んできた。ここ２年で、「あいさつがきちんとできる学校」を目指し、あいさつ運動等の取り組みにより、地域からも認められる成果を得るまでに至っている。今
後もこの点に力を入れ、家庭・地域との連携を強化し、規範意識の向上・基本的生活習慣の定着に努める。
・本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人とのかかわり・地域とのかかわり”と称して、近隣にある東邦大学や大森学園高校との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街を使った学習、「スクールサポート
おおさん」を中心とした地域人材の活用による授業の展開などをより一層推進していく。
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子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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